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教
育
の
実
施
と
い
っ
た
彼
の

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
主
張
に
あ
っ

た
。
二
〇
世
紀
に
入
る
頃
に

は
内
部
分
裂
が
修
復
不
可
能

な
状
態
と
な
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は

一
九
〇
九
年
に
解
散
す
る
。

ま
た
、
一
八
八
九
年
に
キ
リ

ス
ト
教
社
会
連
合（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
、
Ｇ

Ｓ
Ｍ
衰
退
の
遠
因
と
な
っ

た
。
ヘ
ド
ラ
ム
が
一
種
の
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
主
教
を
は
じ
め

と
す
る
高
位
聖
職
者
や
著
名

な
学
者
の
加
入
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｕ

は
、
英
国
教
会
の
内
部
で
確

固
た
る
影
響
力
を
持
っ
た
。 

	 	 

 
一
九
世
紀
後
半
に
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
運
動
が
復
活

し
た
頃
、イ
ギ
リ
ス
社
会
は
、

産
業
革
命
と
市
民
社
会
の
成

立
に
伴
い
、
世
俗
主
義
・
自

由
主
義
・
合
理
主
義
の
隆
盛

す
る
時
代
を
迎
え
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
一
六
世
紀
の

ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
よ
る
宗
教

改
革
に
起
源
を
も
つ
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
教
会
は
、
国
教
と

し
て
の
地
位
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
。
今
号
で
は
、
教
会
と

国
家
の
関
係
性
が
大
き
く
変

容
す
る
時
代
背
景
を
踏
ま

え
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
に

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヘ
ド
ラ
ム

や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア
の
率

い
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

団
体
の
動
向
、
及
び
、
労
働

党
と
の
協
力
関
係
の
中
で
復

興
し
た
ギ
ル
ド
社
会
主
義
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環
と
し
て
製
鉄
所
が
建
設

さ
れ
、
最
盛
期
に
は
日
本
国

内
の
鉄
鋼
生
産
の
半
数
を

占
め
た
。
し
か
し
、
一
九
七

〇
年
代
の
石
油
危
機
以
降
、

産
業
構
造
の
転
換
に
伴
う

国
内
需
要
の
減
少
に
よ
っ

て
、「
鉄
冷
え
」
と
呼
ば
れ

る
時
代
が
到
来
し
た
。
広
大

な
遊
休
地
の
再
開
発
の
目

玉
が
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

の
開
園
で
あ
っ
た
。 

 

二
七
年
間
、
科
学
時
代
の

夢
を
観
せ
て
く
れ
た
。
閉
園

は
寂
し
い
が
、
歴
史
の
一
幕

で
あ
る
。「
ハ
ピ
ネ
ス
の
鍵
」

は
、
ず
っ
と
一
人
ひ
と
り
の

心
の
中
で
耀
い
て
い
る
。 

 
 

 

 

自
己
形
成
の
過

程
で
、
あ
た
か
も

生
物
の
進
化
に
お

け
る
カ
ン
ブ
リ
ア

爆
発
の
ご
と
き
大

変
革
が
起
こ
る
時

期
が
あ
る
。
自
分 

に
と
っ
て
は
、
一
四
〜
一

五
歳
の
頃
だ
っ
た
。 

 

中
学
時
代
、
真
面
目
な

生
徒
を
装
い
、
定
期
考
査

で
良
い
成
績
を
取
る
こ
と

以
外
に
何
の
興
味
も
示
さ

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
僕
を

変
え
た
の
は
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ル
ー
カ
ス
監
督
の
映

画
『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』

で
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
の

短
篇
小
説
『
ト
ロ
ッ
コ
』

で
あ
る
。
銀
河
の
辺
境
の

惑
星
か
ら
旅
立
つ
ル
ー

ク
・
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ
ー

の
姿
に
、「
も
っ
と
広
い
世

界
を
知
り
た
い
」
と
思
っ

た
。
芥
川
の
『
ト
ロ
ッ
コ
』

を
読
み
、（
小
説
の
内
在
的

な
読
解
か
ら
は
外
れ
る
も

の
の
）
そ
れ
ま
で
の
人
生

を
大
き
く
脱
線
す
る
勇
気

を
得
た
。
こ
れ
ら
を
総
称

し
て
「
文
学
的
衝
撃
」
と

呼
ん
で
い
る
。 

 
 

他
人
か
ら
見
れ
ば
些
事

で
は
あ
っ
て
も
、
人
生
を

変
え
た
出
会
い
、
自
己
の

根
幹
を
な
す
経
験
は
大
切

に
し
た
い
。「
ハ
ピ
ネ
ス
の

鍵
」
を
探
し
求
め
よ
う
。 

 

九
二
三
年
に
ク
リ
ス
テ
ン

ダ
ム
・
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

た
。
こ
う
し
た
混
乱
の
最

中
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
は
一
九
二
四
年

に
解
散
す
る
。 

 

Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｃ
Ｓ
Ｌ
が
共

に
弱
体
化
す
る
中
、
戦
間
期

の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

運
動
を
指
導
し
た
の
は
、
後

の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教

と
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン

プ
ル
で
あ
る
。
今
後
、
稿
を

改
め
て
詳
述
し
た
い
。 
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（Guild Socialism

）
の
展

開
を
概
説
し
た
い
。 

 

一
九
世
紀
末
か
ら
世
紀

転
換
期
に
か
け
て
、
ヘ
ド
ラ

ム
率
い
る
聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル

ド
（
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
の
影
響
力
は

し
だ
い
に
低
下
し
た
。
大
き

な
原
因
は
、
ヘ
ド
ラ
ム
が
ヘ

ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
土
地

税
制
に
傾
倒
し
た
こ
と
に

対
す
る
穏
健
派
の
反
発
や
、

国
教
制
度
の
解
体
、
世
俗
的

 

し
か
し
一
方
、
教
会
中
心

的
な
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
、
社
会
改
良

に
関
し
て
行
動
的
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ

Ｕ
の
姿
勢
に
対
す
る
不
満

を
背
景
に
、
聖
職
者
の
パ
ー

シ
ー
・
ウ
ィ
ド
リ
ン
ト
ン
や

歴
史
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

Ｈ
・
ト
ー
ニ
ー
ら
は
、
一
九

〇
六
年
、
教
会
社
会
主
義
者

連
盟
（Church Socialist 

League

、
略
称
：
Ｃ
Ｓ
Ｌ
）

を
設
立
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
北
部
出
身
者
が
多
く
参
加

し
、
学
術
性
よ
り
も
労
働
者

色
が
強
く
、
実
効
性
を
求
め

て
国
家
機
構
を
有
効
に
利
用

し
よ
う
と
し
た
。
同
じ
く
一

九
〇
六
年
に
結
成
さ
れ
た
労

働
党
と
の
協
力
を
基
本
方
針

と
し
、
一
九
一
二
年
に
は
、

後
の
労
働
党
党
首
ラ
ン
ズ
ベ

リ
ー
が
議
長
に
就
任
す
る
。 

 

た
だ
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
へ
の
不

満
を
結
節
点
と
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｌ

は
、
共
通
の
目
的
を
も
つ
集

団
と
は
い
え
ず
、
当
初
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
主
張
が
錯
綜
し

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
建
築

家
の
Ａ
．
Ｊ
．
ペ
ン
テ
ィ
が

提
唱
し
た
ギ
ル
ド
社
会
主
義

で
あ
る
。一
九
〇
六
年
の『
ギ

ル
ド
制
の
復
興
』
で
産
業
社

会
を
批
判
し
、
手
工
業
や
農

業
を
基
盤
と
す
る
中
世
社
会

を
理
想
化
し
た
ペ
ン
テ
ィ
の

思
想
は
、
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ  

一
二
月
九
日
（
土
）、
福

岡
県
北
九
州
市
の
ス
ペ
ー

ス
ワ
ー
ル
ド
を
訪
れ
た
。
一

九
九
〇
年
四
月
開
業
の
宇

宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。
北
九
州

市
民
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
で
あ
り
、
宇

宙
開
発
を
体
験
的
に
学
べ

る
場
所
で
あ
り
、
成
人
式
の

会
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る

場
所
で
あ
っ
た
。 

 

元
々
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル

ド
の
敷
地
は
、
新
日
本
製
鐵

（
現
・
新
日
鐵
住
金
）
八
幡

製
鐵
所
の
遊
休
地
で
あ
っ

た
。
明
治
期
、
欧
米
列
強
に

対
抗
す
る
殖
産
興
業
の
一

イ
ル
、ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ら
の

系
譜
を
源
流
と
す
る
。
一
九

一
四
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
は
ギ
ル
ド

社
会
主
義
を
基
本
方
針
と

し
て
認
め
る
決
議
を
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
同
年
に

開
戦
し
た
第
一
次
世
界
大

戦
に
際
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
の
内
部

で
ラ
ン
ズ
ベ
リ
ー
ら
反
戦

派
と
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ノ
エ
ル

ら
の
主
戦
派
が
対
立
し
た
。

一
九
一
六
年
、
ノ
エ
ル
は
カ

ト
リ
ッ
ク
十
字
軍
を
設
立

し
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
を
脱
退
す
る
。

一
方
、
ペ
ン
テ
ィ
の
ギ
ル
ド

社
会
主
義
を
継
承
し
た
ウ

ィ
ド
リ
ン
ト
ン
ら
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
か
ら
社
会

秩
序
を
引
き
出
す
キ
リ
ス

ト
教
社
会
学
を
提
唱
し
、
一

聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合  

教
会
社
会
主
義
者
連
盟
の
ギ
ル
ド
社
会
主
義  

スペースワールド、12 ⽉月末に閉園  

  1990 年 4 月、北九州工業地帯の中心に 
 開業した、宇宙体験型テーマパーク。 
2017 年 12 月、別の星に「移転」決定。 
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一九世紀末〜二〇世紀初頭における  
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白十字キリスト教社会主義研究会	 

	 

2017 年 12 月 23 日（土曜日） 第１３号（月刊） 基督教友愛新聞 （２） 

   白十字キリスト教社会主義研究会は、2015 年 11 月 1 日（日）、万聖節（諸聖
人の日）に設立されました。その後、約 1年の準備期間を経て、2016 年 12 月に
機関誌『基督教友愛新聞』を創刊。現在に至るまで、代表者（書記長）の日々の
労働の合間に、月刊のペースで刊行をつづけてまいりました。 
 
 具体的な研究内容としては、19世紀中盤以降のイギリスにおける産業化・機械
化の進展とキリスト教会の動向、とくに英国教会（イングランド国教会）の事例
を概説し、聖職者の F. D. モーリス、法廷弁護士の J. M. ラドロー、作家のチャー
ルズ・キングズリーをはじめとするキリスト教社会主義者たちの運動について学
びました。1848 年を起点とする英国のキリスト教社会主義運動は、その後、一旦
収束し、人間精神を「掘り下げる」ことを目指したモーリスによる労働者教育の
取り組みへと移行します。その系譜は、小説家としても著名なトマス・ヒューズ
をはじめ、美術評論家のジョン・ラスキンやラファエル前派の画家たちの協力に
よって、今日に至るまで継承されています。また同時に、労働者のための組織の
「構築」を目指すラドローが主導した協同組合運動は、E. V. ニールらの協力を得
て、（労働者生産協同組合と消費者協同組合とのあいだで緊張関係をはらみながら
も）その後の国際的な協同組合運動の展開のうちに、その足跡を残しています。 
 
 また、1850 年代中盤に一旦終焉したキリスト教社会主義運動は、「異端」の聖
職者と呼ばれたスチュアート・ヘドラム率いる聖マタイ・ギルド（GSM）の創設、
さらに、チャールズ・ゴアの主導するキリスト教社会連合（CSU）の設立によって、
1880 年代に見事な復活を遂げることになります。なお、この時期のイギリスでは、
H. M. ハインドマン率いる社会民主連盟、ウィリアム・モリスや E. B. バックス、
エリノア・マルクスらの結成した社会主義者連盟、さらに、フランク・ポドモア
やウェッブ夫妻の指導したフェビアン協会をはじめとして、さまざまな社会主義
団体が設立されています。英国のキリスト教社会主義運動は、これらの団体とも
時に連携し、ヨーロッパ社会を覆う不況の時代に対峙したのです。本会では、今
後、さらに 20世紀へとつづく歴史を学び、グローバリゼーションがすべてを覆う
現代の国際情勢を見定めるための視座を導き出したいと考えています。 
 
 上記に加えて、2017 年前半には定期読書会を開催し、少人数ながらも、政治・
経済・文化について語り合う場を設けることができました。今後もまた、友好団
体と緊密に連携しつつ、一人ひとりの個人が議論し、かつ協同することのできる
「場所」を創出したいと考えています。 
 
 2018 年、協同奉仕の共同体を創設することを長期的な理念として掲げ、より一
層のご協力をよろしくお願い申し上げたい所存です。 


